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報道関係各位 

東京ニットファッション工業組合 
PRESS RELEASE 
 

東京のニット製造事業者と世界で活躍するデザイナーが提案する未来のものづくり 

一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構（JFW）デザイナーズコラボ企画 

橋本祐樹氏がデザインした 20 点のアイテムを TOKYO KNIT 総合展 2023 で初公開 
日時：2023 年 2 月 22 日（水）11 時～19 時、23 日（木・祝）11 時～18 時 
会場：渋谷 HIKARIE 8F「COURT ＆ CUBE」 

 
東京ニットファッション工業組合（東京都墨田区、理事長：南木健利、以下 TKF）（※1）は、一般社団法人日

本ファッション・ウィーク推進機構（JFW）とのコラボレーション企画として、ファッションデザイナーの橋本祐樹氏がデザイ
ンした 20 点のアイテムを、TOKYO KNIT ブランド認証企業７社で作品に仕上げ、TOKYO KNIT 総合展 2023「ク
ロスオーバーエキシビション」（2023 年 2 月 22 日・23 日＠渋谷 HIKARIE 8F「COURT ＆ CUBE」）にて発表
します。同展は、TOKYO KNIT ブランドの認証企業 35 社（※2）が参加し、ニット産地としての東京とニットメーカーの技
術力を紹介する展示会です。 

 
一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構（JFW）ディレクターの今城薫氏と TKF で検討を重ね、2022

年 10 月に橋本祐樹氏がコラボデザイナーに決定し、同氏のデザインをベースに素材選びや縫製などを認証企業 7 社
で役割を分担し、協議を重ねながら 20 アイテムの作品を製作します。 

＜JFW コラボ参画 認証企業 7 社＞ 

アーテス／内田染工場／紀南莫大小／沼尻テキスタイル研究所／フジサキテキスタイル／丸和繊維工業／和興 
 

同作品は「クロスオーバーエキシビション」で初お披露目した後、2023 年 3 月中旬に行う YUKI HASHIMOTO 
2023 AUTUMN/WINTER COLLECTION でも発表する予定です。 
 

TOKYO KNIT 総合展 2023「クロスオーバーエキシビション」の会場には、JFW デザイナーコラボアイテムの展示をは
じめ、企画ディレクターがサスティナビリティをテーマに TOKYO KNIT 認証企業の品質や技術力を導き出し開発したク
オリティコレクションや、今話題のデザイナーのデザインを高い技術力で作り上げたコラボアイテムなど、総計約 150 点を
ディスプレイします。ご来場の方には東京産ニットのクオリティの高さを感じていただきつつ、ビジネス面ではOEM/ODMの
受注促進を図るなど、本展が皆様にとって有益な場になることを期待しています。 

 
TKFは、平成29年度より東京都の支援を受けて、ニット産地としての東京の付加価値向上に取り組んでおります。 
2022 年度は、東京都の中小企業新戦略支援事業（団体向け）に係る特別支援「デジタル技術活用による業

界活性化プロジェクト」（※3）の事業として、「TOKYO KNIT OMO プロジェクト」を立ち上げ、社会システムの DX 化の
急進、環境に配慮したサスティナビリティへの急速な注目度の高まりなどを捉えて、「語り始めたファクトリー 未来に問い
かけるものづくり」をテーマにプロジェクトを推進。本展は、その集大成となるものです。 

 
※2 月 21 日（火）16 時～19 時にプレス＆関係者を対象としたプレビューを開催します。別紙をご参照下さい。 

橋本祐樹 
【JFW コラボデザイナー】 
 
2019 年春夏ブランドスタート。 
京都造形芸術大学を卒業後、アントワープ王立アカデミーに進学。 
学士課程 修了 後、 パリ 、 ア ント ワ ー プ にて「 KRIS VAN ASSCHE 」 「 RAF 
SIMONS」「MAISON MARGIELA」のデザインアシスタントとして経験を積む。その
後、ブランド立ち上げを見据え、ブランド創りの基礎を再度学ぶため、修士課程へ進
学。修士課程期間中に中国のバッグメーカー「KITAYAMA STUDIO」から協業のオ
ファーを受ける。 
2018 年７月、自身のブランド、YUKI HASHIMOTO を立ち上げ、 
2019 SPRING/SUMMER COLLECTION “BAD DAY CAMP” を発表。
TOKYO FASHION AWARD 2020 を受賞。 



 

 

2022 年度プロジェクトの集大成 

TOKYO KNIT 総合展 2023「クロスオーバーエキシビション」開催概要 

 

●主旨：各プロジェクトを通じた成果を可視化し、BtoB から BtoC をクロスオーバーしながら次年度、次世代に繋

いでいく展示会 

●日時：2023 年 2 月 22 日（水）・23 日（木・祝） 

        ※22 日（水）11:00〜19:00 

        ※23 日（木・祝）11:00〜18:00 

  ★プレス及び VIP 限定のプレビューを 21 日（火）16:00〜19:00 に開催。 

●会場：渋谷 HIKARIE 8F「COURT ＆ CUBE」 

●内容：「クオリティ コレクション」（約 24 点）、「リサイクループ プロジェクト」（約 15 点）、「JFW デザイナーコ

ラボ」（約 20 点）、「個別企業プレゼンテーション」（約 80 点）などによるプロダクツ展示を中心に、

TKF の 2022 年度の成果をプレゼンテーション。最終日夕方にはコラボデザイナーや有識者などを招いて

トークショーを開催。リアルのみならず展示会の模様やトークショーを SNS 配信するなどオンラインチャネル

も駆使。AR などのテクノロジーも活用するなど、デジタル化による新しい展示会の在り方にチャレンジしま

す。 
 

  ●TOKYO KNIT 総合展 2023「クロスオーバーエキシビション」テーマ： 

 

 

 

 

これからの社会が求める服づくりのために。 

TOKYO KNIT は自分たちのファクトリーから 

ものづくりを深く見つめ、未来に問いかけます。 

 

着る人が長く愛せる服であるためには、 

何を変えていかなければならないのか。 

地球に優しい服づくりのために、 

本当にやらなくてはならないことは何なのか。 

ニット産業に関わる全ての人たちが幸せであるために、 

私たちは何をはじめなければならないのか。 

 

TOKYO KNIT の認証企業ファクトリーがはじめている新しい取り組み。 

一つひとつはまだ小さなチャレンジかも知れません。 

未来の服づくりを変えていくことができる。 

ものづくりの現場であるファクトリーだから見えてくる、 

できることが、きっとあるから。 

 

未来を編んでいく。TOKYO KNIT 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

参考資料 

 

◆TOKYO KNIT について 

東京にしか創れないニットの未来を世界に発信する、それが私たちのミッションです。 

 

TOKYO KNIT は、東京の東部、墨田区本所界隈を中心に事業を展開しているニットファッション製造事業者が、次

なる時代のファッション産業のあり方を目指す、新しいものづくりのプラットフォームです。 

 

東京のニット産業の歴史は江戸時代に遡ります。鎖国状態にあった日本は、必要な物資の多くを国内生産に頼る必

要があり、戦国時代の終焉とともに訪れた泰平のなかで、武士は刀を捨て、新たな仕事に従事することを迫られました。

江戸東部に住んでいた武士は、手編みにより靴下や下着といったメリヤス製品を作るようになり、それが徐々に進化し、

明治時代の殖産興業政策により、この地はニット産業発祥の地となったのです。 

 

戦後、ファッション文化の中心となった東京には、多くのデザイナーがアトリエを構え、流通、小売業者も急増。さらに

1970 年代以降には、東京発のデザインが世界でも高く評価されるようになり、東京のニットメーカーはカジュアルからハ

イファッションまで、幅広いクリエーションに携わることになりました。東京のニット産業には、歴史と経験に基づく確かな技

術力とともに、世界を刺激し続ける東京ファッション独自の創造力を支えるフレキシブルな思想が根付いているのです。

（https://www.tokyoknit.jp/） 

 

（※1）東京ニットファッション工業組合 

ニット生地ならびに製品の製造業を営む中小企業の経営の改善発展、安定、合理化を図ることを目的とし、昭和 24

年に中小企業等協同組合法のもと、正式に法人格を持つ団体として発足。昭和 61 年に現在の名称である「東京ニ

ットファッション工業組合」（TKF）と改称、現在約 170 社の組合員を擁する組織。（https://www.tkf.or.jp/） 

 

（※2）TOKYO KNIT ブランド認証制度 

東京ニットファッション工業組合（TKF）では、「技術のブランド化」をテーマに、組合員企業の中で、一定の認証基準

を満たす企業を、有識者による認証審査委員会（委員長: 水野誠一）の審査により「『TOKYO KNIT』ブランドの

認証企業」として認証しています。現在、認証されているのは 35 社。認証企業の一覧については、ブランドサイト

（https://www.tokyoknit.jp/）をご参照ください。 

 

（※3）東京都による中小企業新戦略支援事業（団体向け）に係る特別支援「デジタル技術活用による業界活

性化プロジェクト」 

東京都が支援する中小企業新戦略支援事業（団体向け）は、各業界における中小企業組合等や中小企業グル

ープが、団結して取り組む業界の活性化に向けた取り組みに対し、人的・財政的支援をすることで、業界等の発展を

図るとともに、組合員企業やグループ傘下の企業経営力の向上を図っていく事業です。 

また、特別支援「デジタル技術活用による業界活性化プロジェクト」は、前述の事業の一環として、ポストコロナを見据

えて、デジタル技術等を活用した新たな手法による団体等の業界活性化の取組を選定し、実施に向けて包括的に支

援する補助制度です。 

（https://www.tokyochuokai.or.jp/sienseido/jyoseijigyou/groupsenryaku.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問合せ先】 

「TOKYO KNIT OMO プロジェクト」PR 事務局（㈱SYNCA 内）担当：大柳、久保 

TEL.03-4291-3344 MAIL. press@syncagr.com 

https://www.tokyoknit.jp/
https://www.tkf.or.jp/
https://www.tokyoknit.jp/
https://www.tokyochuokai.or.jp/sienseido/jyoseijigyou/groupsenryaku.html


 

別 紙 

報道関係各位 
 

TOKYO KNIT 総合展 2023「クロスオーバーエキシビション」 
プレスプレビュー【ご案内】 

日時：2023 年 2 月 21 日（火）16:00～19:00 ※15:45～受付開始 
会場：渋谷 HIKARIE 8F 「COURT ＆ CUBE」 

 
謹啓 残寒の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 平素は格別のご厚誼を賜り心から御礼申し上げます。 

プレスリリースでご案内しております 2 月 22 日（水）・23 日（木・祝）の 2 日間、東京ニットファッション工業組合主催

【TOKYO KNIT 総合展 2023「クロスオーバーエキシビション」】開催に先立ちまして、報道関係の皆様にはプレスプレビュー

のご案内をさせていただきます。 当日は、「東京産ニット」の技術力の高さ、新しい取り組みなどを解説、ご案内させていただ

きますので、ニュース・報道等に広くご紹介いただけましたら幸甚です。ご多用のことと存じますが、ぜひお越しくださいますようお

願い申し上げます。 
 

なお、ご取材、ご来場につきましては、下段の申込書に必要事項を記載いただき、「TOKYO KNIT OMO プロジェクト」

PR 事務局（㈱SYNCA 内）宛に 2 月 20 日（月）18 時までにメール又は FAX にてお申込みいただきますようお願い

いたします。                                                              謹白 

 

記 
 

日時：2 月 21 日（火）16:00〜19:00 ※15:45〜受付開始 
会場：渋谷 HIKARIE 8F 「COURT ＆ CUBE」 
＜プログラム進行（予定）＞ 

◇ごあいさつ（5 分）        東京ニットファッション工業組合 理事長 南木 健利 
◇展示会概要説明（30 分）  TOKYO KNIT OMO プロジェクト プロデューサー 新谷 誠 
                     TOKYO KNIT 商品企画ディレクター 芳村 貫太 
（ギャラリーツアー：新谷 誠・芳村 貫太が各コーナーを案内いたします） 
 
※上記プログラム終了以降は、PR スタッフが対応させていただきます。 
※会期中にご来場いただける場合は、下記の来場予定日時をお知らせください。 
※駐車場のご用意がありませんので予めご了承ください。 

 
東京ニットファッション工業組合 

「TOKYO KNIT OMO プロジェクト」PR 事務局（㈱SYNCA 内）担当：大柳、久保 
TEL.03-4291-3344 MAIL. press@syncagr.com 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

TOKYO KNIT 総合展 2023「クロスオーバーエキシビション」 プレスプレビュー【取材申込書】 
 

申込先：MAIL press@syncagr.com 又は FAX 03-6784-3056 
 

御社名  
媒体名（番組名）  
代表者名  
代表者連絡先 

電話番号（デスク           ・携帯                ） 

メールアドレス（                                ） 

2 月 21 日（火）プレスプレビュー 
来場予定時間 

（     ）時頃来場予定 
※プログラムは 16 時〜16 時 35 分頃まで。以降は自由内覧 

会期中の来場予定 □2 月 22 日（水）（    ）時頃来場予定 
□2 月 23 日（木・祝）（    ）時頃来場予定 

ご要望など  
 

本件で取得した個人情報は個人情報保護法に準じて適切に管理させていただきます。 


